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究
室
だ
よ
り

人
事石

坂
唯
助
手
、
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
退
職
。

訃
報昭

和
四
十
四
年
四
月
よ
り
平
成
三
年
三
月
ま
で
本
学
に
奉
職
さ
れ
、

学
内
で
は
本
学
図
書
館
長
を
、
学
外
で
は
国
語
学
会
（
現
・
日
本
語

学
会
）
評
議
委
員
・
学
術
審
議
会
専
門
委
員
等
を
歴
任
さ
れ
た
福
島

邦
道
先
生
が
、
平
成
二
十
一
年
五
月
十
九
日
に
八
十
九
歳
で
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

特
別
講
演
会
開
催

平
成
二
十
一
年
度

第
一
回
国
文
学
科
特
別
講
演
会

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
日
（
火
）

午
前
一
時
〜
二
時
三
十
分

香
雪
記
念
資
料
館

１
階
大
教
室

林
洋
子
ひ
と
り
語
り
公
演

―
宮
沢
賢
治
の
詩
と
童
話
―

林
洋
子
先
生
（
ク
ラ
ム
ボ
ン
の
会
主
宰
）

平
成
二
十
一
年
度

第
二
回
国
文
学
科
特
別
講
演
会

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
四
日
（
土
）

午
前
十
時
四
十
五
分
〜
午
前
十
二
時
十
分

シ
ス
テ
ム
で
と
ら
え
る
日
本
語
の
敬
語

菊
地
康
人
先
生
（
東
京
大
学
教
授
）

大
学
院
研
究
会
開
催

平
成
二
十
一
年
度
後
期
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
研
究
会

平
成
二
十
一
年
十
二
月
五
日
（
土
）

午
後
二
時
〜
午
後
四
時
五
十
分

�
館
１１１
教
室

宮
沢
賢
治
と
女
性
―
作
品
に
あ
ら
わ
れ
る
女
性
像
を
中
心
に
―

博
士
前
期
課
程
二
年

田
嶋

彩
香

向
田
邦
子
の
投
影
と
し
て
の
さ
と
子
を
め
ぐ
っ
て

博
士
前
期
課
程
二
年

山
口
み
な
み

『
紫
式
部
集
』
研
究
の
現
在
―
実
践
女
子
大
学
本
を
め
ぐ
る
諸

問
題
―

教
授

横
井

孝

修
士
論
文
執
筆
予
定
者
二
名
の
研
究
発
表
に
加
え
、
教
員
側
か
ら

は
横
井
孝
教
授
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
大
学
院
生
の
発
表
は
と
も
に

近
代
・
現
代
文
学
に
関
す
る
も
の
で
、
修
士
論
文
の
基
礎
研
究
と
し

て
行
わ
れ
た
。
活
発
な
質
疑
応
答
に
よ
っ
て
、
乗
り
越
え
る
べ
き
課

題
も
み
つ
か
り
、
実
り
の
多
い
発
表
で
あ
っ
た
。
横
井
教
授
の
講
演

は
、
源
氏
物
語
研
究
の
最
前
線
の
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る

―５７―



も
の
で
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
内
容
で
あ
っ
た
。

〈
編
集
後
記
〉

大
学
院
生
が
定
員
を
充
足
し
な
い
こ
と
が
長
く
続
い
て
い
る
。
多

く
の
大
学
が
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
よ
う
だ
。
い
つ
も
不

思
議
に
思
う
の
だ
が
、
大
学
院
は
学
部
に
比
べ
、
開
講
コ
マ
数
が
圧

倒
的
に
少
な
い
う
え
、
取
得
す
べ
き
単
位
も
き
わ
め
て
少
な
い
。
そ

れ
な
の
に
、
な
ぜ
授
業
料
は
学
部
と
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

よ
り
高
度
な
学
問
を
授
け
、
個
別
指
導
も
手
間
が
か
か
る
か
ら
か
も

し
れ
な
い
が
、
院
生
の
数
を
増
や
す
た
め
に
、
授
業
料
を
半
額
に
す

る
く
ら
い
の
措
置
は
取
れ
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

（
影
山
輝
國
）

平
成
二
十
一
年
度
後
期
号
に
あ
た
る
第
七
十
七
号
を
お
届
け
し
ま

す
。
先
日
、
教
員
採
用
試
験
に
合
格
し
た
修
了
生
が
研
究
室
に
来
て

く
れ
ま
し
た
。
溌
剌
と
し
た
笑
顔
で
、
来
年
度
か
ら
の
仕
事
が
楽
し

み
で
し
か
た
な
い
、
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
折
か
ら
の
不
況

の
た
め
、
本
学
の
就
職
状
況
も
そ
れ
以
前
に
比
べ
れ
ば
望
ま
し
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
彼
女
の
よ
う
に
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

が
明
確
で
、
そ
れ
に
向
け
て
努
力
す
れ
ば
、
報
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る

の
だ
、
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

（
植
田

麦
）

―５８―


